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「
金
融
政
策
決
定
会
合
」
と

「
展
望
レ
ポ
ー
ト
」

　

日
本
銀
行
の
金
融
政
策
運
営
の
基
本

方
針
は
、
政
策
委
員
会
・
金
融
政
策
決

定
会
合
（
以
下
「
決
定
会
合
」）
で
決

定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
四
月
お
よ

び
十
月
の
二
回
目
の
決
定
会
合
で
は
、

先
行
き
の
経
済
・
物
価
見
通
し
や
リ
ス

ク
要
因
を
詳
し
く
点
検
し
、
そ
の
も
と

で
の
金
融
政
策
運
営
の
考
え
方
を
整
理

し
た
「
展
望
レ
ポ
ー
ト
」
を
公
表
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
毎
年
一
月
お
よ
び

七
月
の
決
定
会
合
で
は
、
そ
の
前
に
公

表
さ
れ
た
「
展
望
レ
ポ
ー
ト
」
で
示
さ

れ
た
見
通
し
か
ら
上
振
れ
や
下
振
れ
が

生
じ
て
い
な
い
か
に
つ
い
て
、
中
間
評

価
を
行
い
、
そ
れ
を
決
定
会
合
後
の
公

表
文
で
示
し
て
い
ま
す
。

金
融
政
策
に
関
す
る

情
報
発
信

　

日
本
銀
行
は
、
人
々
の
生
活
や
金
融

経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
金

融
政
策
を
運
営
す
る
に
当
た
り
、
説
明

責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
政
策
の
有

効
性
を
高
め
る
観
点
か
ら
、
政
策
運
営

に
対
す
る
考
え
方
や
、
経
済
・
物
価
情

勢
に
つ
い
て
の
見
方
を
、
分
か
り
や
す

く
情
報
発
信
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

政
策
運
営
に
関
す
る
情
報
発
信
は
、

主
に
三
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
ま

す
。

　

第
一
の
要
素
は
、
金
融
政
策
の
目
的

で
す
。
日
本
銀
行
法
第
二
条
に
は
、「
物

価
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
通
じ
て
国
民

経
済
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
物
価

の
安
定
」
に
つ
い
て
日
本
銀
行
で
は
、

各
政
策
委
員
が
中
長
期
的
に
み
て
物
価

が
安
定
し
て
い
る
と
考
え
る
消
費
者
物

価
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
上
昇
率
を
集
計
し
、

こ
れ
を
「
中
長
期
的
な
物
価
安
定
の
理

解
」
と
し
て
二
〇
〇
六
年
三
月
よ
り
公

表
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、「
消
費
者

物
価
指
数
の
前
年
比
で
二
％
以
下
の
プ

ラ
ス
の
領
域
に
あ
り
、
委
員
の
大
勢
は

一
％
程
度
を
中
心
と
考
え
て
い
る
」
と

い
う
形
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

日本銀行では、半年毎に「経済・物価情勢の展望」（展望レポート）を公表しています。本
稿では、読者の皆さんが後掲の本文（基本的見解）を読む前に、日本銀行が経済・物価の
情勢判断や金融政策運営の考え方をどのように説明しているかについて、展望レポートと
の関係を中心にご説明します。また、2010年 10月に公表した展望レポートのポイントに
ついても併せてご紹介します。

～「経済・物価情勢の展望」（展望レポート）を読む前に～

日本銀行のレポートから

　

第
二
の
要
素
は
、
経
済
・
物
価
の
現

状
判
断
や
先
行
き
に
関
す
る
見
通
し
で

す
。
日
本
銀
行
で
は
、
決
定
会
合
後
の

公
表
文
や
総
裁
記
者
会
見
な
ど
を
通
じ

て
経
済
・
物
価
情
勢
を
説
明
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
展
望
レ
ポ
ー
ト
」
で
は
、

先
行
き
の
見
通
し
と
リ
ス
ク
要
因
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
ほ
か
、
先

行
き
の
不
確
実
性
を
視
覚
的
に
表
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年

四
月
よ
り
、
各
政
策
委
員
が
予
測
す
る

成
長
率
や
物
価
上
昇
率
の
確
率
分
布
を

集
計
的
に
示
し
た
「
リ
ス
ク
・
バ
ラ
ン

ス
・
チ
ャ
ー
ト
」
と
い
う
グ
ラ
フ
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
十
月
公
表

分
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八
年
以
降
、

翌
々
年
度
の
見
通
し
も
公
表
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

第
三
の
要
素
は
、
先
行
き
の
金
融
政

策
運
営
の
考
え
方
で
す
。
日
本
銀
行
は
、

毎
回
の
決
定
会
合
後
の
公
表
文
や
「
展

望
レ
ポ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
経
済
・
物

価
の
現
状
判
断
や
先
行
き
の
見
通
し
を

踏
ま
え
た
当
面
の
金
融
政
策
運
営
の
考

え
方
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
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今回の「展望レポート」のポイント

今回の展望レポートでは、2012 年度までの日本経済の見通しを示しています。まず、海外経済の見通し
や国際金融資本市場の動向、わが国の金融環境の評価を記述した後、先行きの経済・物価の見通しにつ
いて、相対的に最も蓋然性の高い見通し（「中心的な見通し」）と、こうした見通しに対するリスク要因
を点検し、最後に、金融政策運営の考え方を整理しています。

■海外経済、国際金融資本市場
•  海外経済は、当面、減速していくものの、回
復基調そのものは途切れず、2011 年以降は、
成長率が再び高まっていく。
　　 新興国・資源国：一時的に幾分減速する
ものの、高めの成長を維持

　　 米国：バランスシート調整が続く中、回
復ペースは緩やか

― ―国際金融資本市場の動きが、内外の実体
経済にどのような影響を及ぼしていくかに
ついては、引き続き注意してみていく必要。

■わが国の金融環境
•  強力な金融緩和政策の効果が一段と浸透して
いくにつれて、金融環境はさらに改善。民間
需要の自律的回復に向けた動きを後押し。

■わが国の経済・物価情勢の中心的な見通し
〈景　気〉
•  わが国経済は、先行き、景気改善テンポが一旦
鈍化した後、緩やかな回復経路に復していく。

〈物　価〉
•  消費者物価指数の前年比下落幅は縮小。前年
比プラスの領域に入るのは 2011 年度中とな
り、その後、2012 年度にかけてプラス幅を
拡大させていく。

日本経済は、なお時間を要するものの、物
価安定のもとでの持続的成長に向けて、着
実に歩みを進めていくものと考えられる。

■リスク要因
〈景　気〉
　①先進国経済の動向
　②新興国・資源国経済の動向
　③企業や家計のマインドの動き
　④企業の中長期的な成長期待の動向

〈物　価〉
　① 景気の上振れ・下振れ要因の顕在化の影響
　②中長期的な予想物価上昇率の動向
　③ マクロ的な需給バランスや、それが物価
に及ぼす影響を把握する上での不確実性

　④輸入物価の動向

■金融政策運営
•  日本経済がデフレから脱却し、物価安定のも
とでの持続的成長経路に復帰するために、以
下の３つの措置により、中央銀行としての貢
献を粘り強く続けていく。
　①強力な金融緩和の推進
　② 多様な資金供給オペレーションを活用し
た金融市場の安定確保

　③成長基盤強化を支援するための資金供給

2010年度

2011年度

2012年度

消費者物価指数
（除く生鮮食品）国内企業物価指数実質GDP

　　対前年度比、％。なお、＜  ＞内は政策委員見通しの中央値。

（注）2010年度の消費者物価指数については、前年比を１年間大きく押し下げる要因
          となる高校授業料の影響を除いている。

＋2.0～＋2.3
＜＋2.1＞

＋1.5～＋1.9
＜＋1.8＞

＋2.0～＋2.4
＜＋2.1＞

＋0.7～＋0.9
＜＋0.9＞

＋0.4～＋0.7
＜＋0.5＞

＋0.3～＋0.8
＜＋0.6＞

－0.5～－0.3
＜－0.4＞

0.0～＋0.3
＜＋0.1＞

＋0.2～＋0.8
＜＋0.6＞

（参考）政策委員の大勢見通し
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も
適
切
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
後
に
、
金

融
政
策
運
営
の
基
本
的
考
え
方
を
記
述
し
て
い

る
。

　

海
外
経
済
は
、
二
〇
〇
八
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
・

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
を
き
っ
か
け
に
急
速
か
つ
大

幅
に
落
ち
込
ん
だ
後
、
二
〇
〇
九
年
春
頃
に
は
下

げ
止
ま
り
、
同
年
後
半
か
ら
は
急
速
に
持
ち
直
し

た
。
し
か
し
、
回
復
初
期
局
面
に
お
け
る
在
庫
復

元
の
動
き
が
一
巡
し
、
ま
た
、
財
政
面
で
の
需
要

刺
激
効
果
も
減
衰
す
る
の
に
伴
い
、
本
年
夏
以
降
、

経
済
の
成
長
ペ
ー
ス
は
幾
分
鈍
化
し
て
き
て
い

る
。
地
域
別
に
み
る
と
、
米
国
経
済
は
、
輸
出
を

中
心
に
緩
や
か
な
回
復
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、

個
人
消
費
や
住
宅
投
資
に
弾
み
が
つ
か
な
い
中
、

財
政
刺
激
策
の
効
果
の
減
衰
な
ど
か
ら
、
本
年
半

ば
頃
よ
り
、
減
速
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
欧
州
経

済
は
、
全
体
と
し
て
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る

が
、
ド
イ
ツ
な
ど
一
部
の
国
と
域
内
周
辺
国
の
間

で
、
景
気
回
復
ペ
ー
ス
の
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
い

る
。
新
興
国
・
資
源
国
経
済
は
、
金
融
緩
和
策
の

修
正
の
動
き
な
ど
も
あ
っ
て
幾
分
減
速
し
つ
つ
あ

　

今
回
の
展
望
レ
ポ
ー
ト
（「
経
済
・
物
価
情
勢
の

展
望
（
二
〇
一
〇
年
十
月
）」）
で
は
、
二
〇
一
二

年
度
ま
で
の
日
本
経
済
の
見
通
し
を
示
す
。
見
通

し
を
示
す
に
先
立
ち
、
若
干
の
留
意
点
を
述
べ
る
。

第
一
に
、
日
本
経
済
の
見
通
し
は
、
経
済
・
金
融

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
反
映
し
て
、
海
外
経
済
や
国

際
金
融
資
本
市
場
の
動
向
に
相
当
程
度
左
右
さ
れ

る
。
第
二
に
、
景
気
・
物
価
見
通
し
と
金
融
政
策

の
関
係
を
評
価
す
る
上
で
は
、
金
融
環
境
の
評
価

が
鍵
を
握
る
。こ
の
た
め
、本
展
望
レ
ポ
ー
ト
で
は
、

海
外
経
済
の
見
通
し
や
国
際
金
融
資
本
市
場
の
動

向
を
最
初
に
や
や
詳
し
く
記
述
し
、
そ
の
後
、
わ

が
国
の
金
融
環
境
の
評
価
を
ま
と
め
て
記
述
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

先
行
き
の
経
済
・
物
価
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

相
対
的
に
最
も
蓋
然
性
の
高
い
見
通
し
（「
中
心
的

な
見
通
し
」）
を
、
景
気
変
動
の
基
本
的
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
中
心
に
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ

う
し
た
見
通
し
に
対
す
る
上
振
れ
要
因
と
下
振
れ

要
因
を
記
述
し
て
い
る
。
現
在
は
不
確
実
性
の
高

い
経
済
状
況
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

辿
る
と
見
込
ま
れ
る
。
一
方
、
米
国
経
済
に
つ
い

て
は
、
新
興
国
・
資
源
国
向
け
を
中
心
に
輸
出
が

増
加
を
続
け
る
ほ
か
、
緩
和
的
な
金
融
環
境
が
維

持
さ
れ
る
も
と
で
、
個
人
消
費
や
設
備
投
資
が
緩

や
か
な
回
復
を
続
け
る
た
め
、
二
〇
一
一
年
以
降
、

成
長
率
は
再
び
高
ま
っ
て
く
る
と
見
込
ま
れ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
ペ
ー
ス
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調

整
の
影
響
が
続
く
中
、
過
去
の
景
気
回
復
局
面
に

比
べ
て
緩
や
か
な
も
の
に
止
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

欧
州
経
済
に
つ
い
て
は
、
輸
出
の
増
加
が
徐
々
に

内
需
に
波
及
し
、
国
ご
と
の
ば
ら
つ
き
を
伴
い
な

が
ら
も
、
全
体
と
し
て
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
と

み
ら
れ
る
。

　

こ
の
間
、国
際
金
融
資
本
市
場
で
は
、二
〇
一
〇

年
春
以
降
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
一
部
欧
州
諸
国
の
ソ

ブ
リ
ン
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
ほ
か
、

そ
の
後
も
、
軟
調
な
経
済
指
標
が
相
次
い
だ
米
国

経
済
を
中
心
に
、
先
行
き
を
巡
る
不
確
実
性
が
高

ま
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
投
資

家
の
リ
ス
ク
回
避
姿
勢
が
強
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、

米
欧
を
中
心
に
社
債
等
の
信
用
ス
プ
レ
ッ
ド
が
、

本
年
春
以
降
、
一
時
的
に
拡
大
し
た
ほ
か
、
わ
が

国
を
含
め
、
多
く
の
国
で
株
価
が
不
安
定
な
動
き

を
続
け
た
。
為
替
市
場
で
も
、
相
対
的
に
安
全
な

通
貨
と
み
ら
れ
て
い
る
円
へ
の
需
要
が
増
加
し
、

る
が
、
旺
盛
な
内
需
を
中
心
に
高
め
の
成
長
を
続

け
て
い
る
。

　

先
行
き
の
海
外
経
済
は
、
当
面
、
減
速
し
て
い

く
も
の
の
、
回
復
基
調
そ
の
も
の
は
途
切
れ
ず
、

二
〇
一
一
年
以
降
は
、
新
興
国
・
資
源
国
経
済
の

高
成
長
が
続
く
中
で
、
成
長
率
が
再
び
高
ま
っ
て

い
く
姿
が
想
定
さ
れ
る
。
世
界
経
済
全
体
の
成
長

率
は
、
二
〇
一
〇
年
に
続
き
、
二
〇
一
一
年
、

二
〇
一
二
年
も
、
高
い
成
長
率
を
記
録
し
た
金
融

危
機
前
の
一
〇
年
間
の
平
均
を
上
回
っ
て
推
移
す

る
見
込
み
で
あ
る
（
注
２
）。
地
域
別
に
み
る
と
、

新
興
国
・
資
源
国
経
済
は
、
一
時
的
に
幾
分
減
速

す
る
も
の
の
、
旺
盛
な
国
内
需
要
や
海
外
か
ら
の

資
本
流
入
が
続
く
も
と
で
、
生
産
・
所
得
・
支
出

の
好
循
環
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
き
、
高
め
の
成
長
を

維
持
す
る
公
算
が
高
い
。
こ
の
う
ち
、
中
国
経
済

は
、
政
府
の
不
動
産
取
引
抑
制
策
な
ど
を
受
け
て
、

当
面
は
減
速
傾
向
が
続
く
も
の
の
、
所
得
水
準
の

向
上
や
都
市
化
の
進
展
を
背
景
と
し
た
個
人
消
費

や
住
宅
投
資
、
各
種
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
増
加
基

調
が
続
く
た
め
、
全
体
と
し
て
高
め
の
成
長
を
維

持
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ｓ
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
の
経
済
は
、
輸
出
の
増
勢
が
鈍
化
す
る
一

方
で
、
他
国
か
ら
の
資
本
流
入
が
継
続
し
、
設
備

投
資
や
個
人
消
費
を
中
心
に
景
気
は
拡
大
基
調
を

「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望
」（
展
望
レ
ポ
ー
ト
）

二
〇
一
〇
年
十
月　
　
【
基
本
的
見
解
】（注
１
）

　

２
． 

海
外
経
済
お
よ
び

　
　
　

国
際
金
融
資
本
市
場

　

１
．
は
じ
め
に
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の
効
果
が
一
段
と
浸
透
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
わ

が
国
の
金
融
環
境
は
さ
ら
に
改
善
し
、
そ
れ
が
国

内
民
間
需
要
の
自
律
的
回
復
に
向
け
た
動
き
を
後

押
し
し
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

（
１
）
経
済
情
勢

　

上
述
の
海
外
経
済
の
動
向
と
内
外
の
金
融
情
勢

を
踏
ま
え
た
上
で
、
わ
が
国
経
済
の
先
行
き
に
つ

い
て
、
相
対
的
に
蓋
然
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る

見
通
し
（「
中
心
的
な
見
通
し
」）
を
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、
景
気
の
現
状
を
み
る
と
、
緩
や
か
に
回

復
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
輸
出
や
生
産
の
増
加
ペ

ー
ス
が
鈍
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
改
善
の

動
き
が
弱
ま
っ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
度
後
半
に

つ
い
て
は
、
海
外
経
済
の
減
速
や
耐
久
消
費
財
に

関
す
る
政
策
効
果
の
反
動
と
い
っ
た
要
因
に
加

え
、
こ
の
と
こ
ろ
の
円
高
の
影
響
も
あ
り
、
景
気

改
善
テ
ン
ポ
が
鈍
化
す
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の

た
め
、
二
〇
一
〇
年
度
の
わ
が
国
の
成
長
率
は
、

潜
在
成
長
率
を
上
回
る
水
準
と
な
る
と
は
い
え
、

七
月
の
中
間
評
価
時
点
の
見
通
し
に
比
べ
て
下
振

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
３
）。
二
〇
一
一
年
度
入

り
後
は
、
円
高
の
影
響
は
残
る
も
の
の
、
海
外
経

済
の
成
長
率
が
再
び
高
ま
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
輸

出
が
増
加
を
続
け
る
ほ
か
、
企
業
収
益
が
改
善
し

て
い
く
も
と
で
、
設
備
や
雇
用
の
過
剰
感
も
徐
々

に
解
消
し
て
い
く
た
め
、
わ
が
国
経
済
は
緩
や
か

な
回
復
経
路
に
再
び
復
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ

る
。
二
〇
一
二
年
度
は
、
新
興
国
・
資
源
国
を
中

心
に
海
外
経
済
が
高
め
の
成
長
を
続
け
る
も
と

で
、
輸
出
・
生
産
か
ら
所
得
・
支
出
へ
の
波
及
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
強
ま
り
、
潜
在
成
長
率
を
上
回
る
成

長
が
続
く
と
考
え
ら
れ
る
（
注
４
）。

円
高
の
動
き
が
進
行
し
た
。
先
進
国
と
新
興
国
・

資
源
国
の
景
気
回
復
ペ
ー
ス
に
大
き
な
乖
離
が
あ

る
中
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
本
移
動
な
ど
を
背
景
と

す
る
国
際
金
融
資
本
市
場
の
動
き
が
、
内
外
の
実

体
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
か

に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
投
資
家
の
姿
勢

の
変
化
等
に
も
留
意
し
つ
つ
、
引
き
続
き
注
意
し

て
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

わ
が
国
の
金
融
環
境
を
み
る
と
、
緩
和
方
向
の

動
き
が
続
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
短
期
金
融
市

場
で
は
、
日
本
銀
行
が
実
質
ゼ
ロ
金
利
政
策
な
ど

強
力
な
金
融
緩
和
を
推
進
す
る
中
、
コ
ー
ル
レ
ー

ト
が
極
め
て
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
ほ
か
、

タ
ー
ム
物
レ
ー
ト
が
低
下
し
、
イ
ー
ル
ド
・
カ
ー

ブ
は
一
段
と
フ
ラ
ッ
ト
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ

Ｐ
や
中
高
格
付
社
債
の
発
行
金
利
は
低
位
で
安
定

し
、
貸
出
金
利
も
低
下
傾
向
が
続
く
な
ど
、
企
業

の
資
金
調
達
コ
ス
ト
は
既
往
最
低
の
水
準
ま
で
低

下
し
て
き
て
い
る
。
企
業
か
ら
み
た
金
融
機
関
の

貸
出
態
度
も
、改
善
の
動
き
が
続
い
て
い
る
。一
方
、

資
金
需
要
面
を
み
る
と
、
収
益
の
回
復
に
伴
い
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
企
業
の
外
部
資
金
に
対
す
る
需
要
は
引
き
続

き
弱
い
。
こ
の
た
め
、
銀
行
貸
出
な
ど
、
民
間
部

門
の
資
金
調
達
残
高
は
前
年
比
で
み
て
減
少
を
続

け
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
企
業
の
資
金
繰
り
を

み
る
と
、
大
企
業
と
中
小
・
零
細
企
業
と
で
は
幾

分
異
な
る
が
、
全
体
と
し
て
み
る
と
、
改
善
の
動

き
が
着
実
に
続
い
て
い
る
。
先
行
き
に
つ
い
て
も
、

わ
が
国
金
融
シ
ス
テ
ム
が
全
体
と
し
て
安
定
性
を

維
持
す
る
中
、
企
業
収
益
の
回
復
に
伴
い
、
金
融

緩
和
効
果
は
強
ま
る
方
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
日
本
銀
行
に
よ
る
強
力
な
金
融
緩
和
政
策

　

こ
う
し
た
見
通
し
の
内
容
を
、
企
業
・
家
計
の

部
門
別
に
や
や
詳
し
く
述
べ
る
と
、
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
企
業
部
門
を
み
る
と
、
製
造
業
で
は
、

二
〇
一
〇
年
度
入
り
後
、
輸
出
の
増
加
に
加
え
、

耐
久
消
費
財
に
関
す
る
各
種
需
要
刺
激
策
の
効
果

な
ど
か
ら
、
生
産
の
増
加
が
続
き
、
企
業
収
益
も

急
速
に
回
復
し
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
最
近
で
は
、

新
興
国
・
資
源
国
に
お
け
る
金
融
緩
和
策
の
修
正

や
情
報
関
連
財
の
在
庫
調
整
の
動
き
な
ど
を
背
景

に
、
輸
出
や
生
産
の
増
加
ペ
ー
ス
は
鈍
化
し
て
い

る
（
注
５
）。
今
後
は
、
こ
う
し
た
海
外
経
済
の
動

向
や
既
往
の
円
高
の
影
響
に
よ
り
、
二
〇
一
〇
年

度
後
半
に
か
け
て
、
輸
出
の
増
加
ペ
ー
ス
は
緩
や

か
な
も
の
に
止
ま
る
と
み
ら
れ
、
こ
れ
に
本
年
夏

の
猛
暑
効
果
の
反
動
や
エ
コ
カ
ー
補
助
終
了
の
影

響
な
ど
が
重
な
る
た
め
、
生
産
は
一
時
的
に
減
少

に
転
じ
る
可
能
性
が
高
い
。
二
〇
一
一
年
度
以
降

は
、
海
外
経
済
の
伸
び
が
再
び
高
ま
る
中
で
、
輸

出
が
増
勢
を
取
り
戻
す
ほ
か
、
生
産
も
増
加
基
調

に
復
し
、
企
業
収
益
は
回
復
を
続
け
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
動
き
を
背
景
に
、
企
業
の
設
備

過
剰
感
が
徐
々
に
解
消
す
る
と
と
も
に
、
強
力
な

金
融
緩
和
の
効
果
浸
透
も
あ
っ
て
資
金
調
達
環
境

が
引
き
続
き
改
善
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
先
行
き
、

設
備
投
資
は
、
こ
こ
数
年
抑
制
さ
れ
て
き
た
更
新

投
資
の
反
動
増
を
含
め
、
持
ち
直
し
傾
向
を
続
け

る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
（
注
６
）。
非
製
造
業
に
つ

い
て
は
、
製
造
業
の
業
績
改
善
の
影
響
が
徐
々
に

波
及
し
て
き
て
お
り
、
企
業
収
益
や
設
備
投
資
は

緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
家
計
部
門
に
つ
い
て
、
雇
用
環
境
を
み

る
と
、
失
業
率
は
、
昨
年
夏
以
降
、
振
れ
を
伴
い

つ
つ
も
低
下
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
が
、
過
去
の
平

均
に
比
べ
れ
ば
、
な
お
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い

る
。
一
方
、
雇
用
者
数
は
、
前
年
比
で
下
げ
止
ま

り
つ
つ
あ
る
。
賃
金
の
動
き
を
み
る
と
、
所
定
外

給
与
が
前
年
比
で
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、
特
別
給

与
も
、
企
業
業
績
の
改
善
を
反
映
し
て
前
年
比
プ

ラ
ス
に
転
じ
た
。
こ
う
し
た
雇
用
・
所
得
環
境
の

も
と
で
、
個
人
消
費
は
、
持
ち
直
し
基
調
を
続
け

て
い
る
。
加
え
て
、
二
〇
一
〇
年
度
前
半
に
つ
い

て
は
、
耐
久
消
費
財
に
関
す
る
各
種
対
策
や
猛
暑

の
効
果
が
、
個
人
消
費
の
増
加
に
寄
与
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
後
半
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
効

果
が
減
衰
す
る
た
め
、
個
人
消
費
は
一
時
的
に
弱

ま
る
可
能
性
が
高
い
。
二
〇
一
一
年
度
以
降
は
、

企
業
収
益
の
改
善
や
生
産
の
復
調
に
伴
い
、
雇
用
・

所
得
環
境
は
改
善
傾
向
を
辿
る
も
の
と
見
込
ま
れ

る
。
こ
の
た
め
、
個
人
消
費
は
、
見
通
し
期
間
の

後
半
に
か
け
て
再
び
持
ち
直
し
、
自
律
的
回
復
の

動
き
が
次
第
に
現
れ
て
く
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の

間
、
住
宅
投
資
は
、
こ
の
と
こ
ろ
下
げ
止
ま
っ
て

お
り
、
先
行
き
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
や

借
入
金
利
の
低
下
な
ど
を
背
景
に
、
緩
や
か
に
改

善
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
物
価
情
勢

　

以
上
の
経
済
情
勢
の
展
望
を
踏
ま
え
、
物
価
の

動
向
を
点
検
す
る
。
ま
ず
、
消
費
者
物
価
（
除
く

生
鮮
食
品
。
以
下
同
じ
。）
の
現
状
を
み
る
と
、
マ

ク
ロ
的
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
緩
和
状
態
に
あ
る
も

と
で
下
落
し
て
い
る
が
、
基
調
的
に
み
る
と
前
年

比
下
落
幅
は
縮
小
を
続
け
て
い
る
（
注
７
）。

　

先
行
き
の
物
価
を
巡
る
環
境
を
展
望
す
る
と
、

財
・
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ク
ロ
的
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
を

反
映
す
る
労
働
や
設
備
の
稼
働
状
況
は
、
景
気
が

緩
や
か
な
回
復
傾
向
を
辿
る
も
と
で
、
引
き
続
き
、

徐
々
に
改
善
し
て
い
く
姿
を
想
定
し
て
い
る
。
中

長
期
的
な
予
想
物
価
上
昇
率
は
、
家
計
や
企
業
、

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
か
ら
み
て
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
大
き
な
変
化

　
３
．
わ
が
国
の
金
融
環
境

　
４
．
わ
が
国
の
経
済
・
物
価

　
　
　

の
中
心
的
な
見
通
し
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は
窺
わ
れ
ず
、
見
通
し
期
間
に
お
い
て
も
安
定
的

に
推
移
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
に
よ
る
中
長
期
的
な
予
想
物
価
上
昇

率
は
、
こ
こ
数
年
、
概
ね
一
％
程
度
で
安
定
し
て

い
る
。
国
際
商
品
市
況
は
、
新
興
国
・
資
源
国
経

済
が
高
め
の
成
長
を
続
け
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、

緩
や
か
に
上
昇
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

他
方
、最
近
の
円
高
の
動
き
は
、輸
入
物
価
を
通
じ
、

当
面
、
国
内
の
物
価
の
下
押
し
圧
力
と
し
て
作
用

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
環
境
を
前
提
に
、
物
価
情
勢
の
先
行
き

を
み
る
と
、
国
内
企
業
物
価
指
数
の
前
年
比
は
、

為
替
円
高
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
マ
ク
ロ
的
な

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
や
国
際
商
品
市
況
の
動
き

な
ど
を
反
映
し
、
見
通
し
期
間
を
通
じ
て
緩
や
か

な
上
昇
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
。
消
費
者
物
価
指

数
は
、
中
長
期
的
な
予
想
物
価
上
昇
率
が
安
定
的

に
推
移
す
る
と
の
想
定
の
も
と
、
マ
ク
ロ
的
な
需

給
バ
ラ
ン
ス
が
改
善
し
て
い
く
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
後
と
も
、
前
年
比
下
落
幅
は
縮
小
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
金
融
危
機
後
の
需
要
の

落
ち
込
み
幅
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
う
え
に
、
景

気
回
復
ペ
ー
ス
が
緩
や
か
な
た
め
、
需
給
バ
ラ
ン

ス
が
改
善
し
て
い
く
に
は
相
応
の
時
間
を
要
す
る
。

こ
の
た
め
、
先
行
き
の
消
費
者
物
価
の
前
年
比
の

改
善
ペ
ー
ス
も
緩
や
か
な
も
の
と
な
り
、
前
年
比

プ
ラ
ス
の
領
域
に
入
る
の
は
二
〇
一
一
年
度
中
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
二
〇
一
二
年
度

に
か
け
て
プ
ラ
ス
幅
が
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
見

込
ま
れ
る
（
注
８
）。

（
１
）
経
済
情
勢

　

以
上
は
、
現
時
点
で
相
対
的
に
蓋
然
性
が
高
い

と
判
断
さ
れ
る
見
通
し
（「
中
心
的
な
見
通
し
」）

で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
通
し
に
対
す
る
上
振
れ
ま

た
は
下
振
れ
要
因
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
点

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
先
進
国
経
済
の
動
向
で
あ
る
。
こ
の

と
こ
ろ
、
米
国
を
中
心
と
す
る
先
進
国
経
済
に
つ

い
て
は
、
先
行
き
を
巡
る
不
確
実
性
の
強
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
米
国
の
よ
う
に
、
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
調
整
と
い
う
重
石
を
抱
え
た
経
済
は
、
わ
が

国
の
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
経
験
が
示
す
と
お
り
、
生

産
・
所
得
・
支
出
の
好
循
環
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
作
用

し
に
く
い
。
こ
の
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調
整

が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
上
方
に
弾
み
に
く
く
、

下
方
に
振
れ
や
す
い
と
い
う
状
況
が
継
続
す
る
可

能
性
が
高
い
。
ま
た
、
わ
が
国
を
含
め
、
多
く
の

先
進
国
が
積
極
的
な
財
政
政
策
を
実
施
し
て
き
た

結
果
、
各
国
の
公
的
債
務
残
高
は
大
き
く
増
加
し

て
い
る
。
今
後
、
欧
米
を
中
心
に
本
格
化
す
る
財

政
再
建
策
の
規
模
や
ス
ピ
ー
ド
次
第
で
は
、
当
該

国
お
よ
び
世
界
経
済
に
対
す
る
予
想
以
上
の
下
押

し
圧
力
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
他
方
、
市
場
に

お
い
て
財
政
再
建
に
向
け
た
取
組
み
が
不
十
分
と

評
価
さ
れ
た
場
合
に
は
、
長
期
金
利
の
上
昇
や
コ

ン
フ
ィ
デ
ン
ス
の
低
下
な
ど
を
通
じ
て
、
実
体
経
済

に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
及
ぶ
リ
ス
ク
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
ほ
か
、
今
後
、
民
間
需
要
の
自
律
的
回
復
力
が

高
ま
っ
て
い
く
場
合
、
緩
和
的
な
金
融
環
境
が
必
要

以
上
に
長
期
間
維
持
さ
れ
る
と
、
経
済
活
動
や
物
価

の
振
幅
が
大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
新
興
国
・
資
源
国
経
済
の
動
向
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
国
の
経
済
は
、
一
時
的
に
幾
分
減

速
し
つ
つ
も
、
内
需
を
中
心
に
高
め
の
成
長
を
維

持
す
る
公
算
が
高
い
。
こ
う
し
た
中
、
先
進
国
に

お
け
る
大
規
模
な
金
融
緩
和
の
継
続
と
、
そ
の
長

期
化
予
想
は
、
新
興
国
・
資
源
国
経
済
に
対
す
る

資
本
流
入
を
加
速
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
結

を
取
り
込
む
た
め
、
新
た
な
製
品
開
発
や
国
際
的

な
販
売
網
の
拡
充
を
進
め
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
点
で
は
、
円
高
を
利
用
し
て
海
外
企
業
の
買

収
を
進
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
事
業
の
再

構
築
を
目
指
す
動
き
も
み
ら
れ
る
。
今
後
、
こ
う

し
た
動
き
が
強
ま
る
場
合
に
は
、
企
業
の
中
長
期

的
な
成
長
期
待
が
高
ま
り
、
設
備
投
資
や
輸
出
を

中
心
に
景
気
が
上
振
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
他
方
、

経
済
全
体
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
み
が
進

ま
ず
、
成
長
期
待
の
低
迷
傾
向
が
続
く
場
合
に
は
、

国
内
の
設
備
投
資
が
抑
制
さ
れ
た
り
、
家
計
の
所

得
増
加
期
待
の
低
下
を
通
じ
て
、
個
人
消
費
が
下

振
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
２
）
物
価
情
勢

　

物
価
情
勢
の
先
行
き
に
つ
い
て
も
、
上
下
両
方

向
の
不
確
実
性
が
あ
る
。
ま
ず
、
景
気
に
つ
い
て
、

上
述
の
よ
う
な
上
振
れ
、
下
振
れ
要
因
が
顕
現
化

し
た
場
合
、
物
価
に
も
相
応
の
影
響
を
及
ぼ
す
と

み
ら
れ
る
。
ま
た
、
物
価
に
固
有
の
要
因
と
し
て
、

第
一
に
、
企
業
や
家
計
の
中
長
期
的
な
予
想
物
価

上
昇
率
が
挙
げ
ら
れ
る
。
わ
が
国
経
済
は
、
先
行

き
に
か
け
て
、
労
働
や
設
備
の
稼
働
状
況
は
回
復

し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
そ
の
ペ
ー
ス

は
、
引
き
続
き
緩
や
か
な
も
の
に
止
ま
る
可
能
性

が
高
い
。
こ
う
し
た
環
境
の
も
と
で
、
企
業
や
家

計
が
持
続
的
な
物
価
下
落
を
予
想
す
る
よ
う
な
事

態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
実
際
の
物
価
も
、
賃
金

と
と
も
に
下
落
幅
を
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
そ
も
そ
も
、
マ
ク
ロ
的
な
需
給
バ
ラ

ン
ス
や
、
そ
れ
が
物
価
に
及
ぼ
す
影
響
を
把
握
す

る
上
で
の
不
確
実
性
が
大
き
い
こ
と
に
留
意
が
必

要
で
あ
る
。
ま
ず
、
今
回
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融

危
機
の
後
の
経
済
の
よ
う
に
、
経
済
が
構
造
的
な

需
要
の
変
化
を
伴
っ
て
大
き
く
変
動
す
る
場
合
に

は
、既
存
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
経
済
的
な
陳
腐
化
か
ら
、

果
、
こ
れ
ら
の
国
の
景
気
が
一
段
と
強
ま
れ
ば
、

輸
出
の
増
加
を
通
じ
て
、
わ
が
国
経
済
が
上
振
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
国
に
お
け

る
経
済
・
金
融
活
動
に
行
き
過
ぎ
が
生
じ
れ
ば
、

景
気
の
過
熱
や
、
そ
の
後
の
急
激
な
巻
き
戻
し
に

よ
り
、
資
源
価
格
や
資
産
価
格
、
お
よ
び
実
体
経

済
面
で
の
大
幅
な
変
動
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
も
あ

る
。
こ
う
し
た
中
、
多
く
の
新
興
国
・
資
源
国
は

金
融
緩
和
策
の
修
正
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

短
期
的
に
は
こ
れ
ら
の
経
済
の
下
振
れ
要
因
と
な

る
も
の
の
、
景
気
拡
大
の
持
続
性
と
い
う
よ
り
長

期
的
な
観
点
か
ら
は
、
わ
が
国
を
含
め
た
世
界
経

済
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
方
向
に
作
用
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

第
三
に
、
上
述
の
要
因
と
重
な
る
面
も
あ
る
が
、

企
業
や
家
計
の
マ
イ
ン
ド
の
動
き
に
も
注
意
を
要

す
る
。
現
在
は
不
確
実
性
の
高
い
経
済
・
金
融
情

勢
で
あ
る
だ
け
に
、
企
業
や
家
計
の
マ
イ
ン
ド
が

上
下
両
方
向
に
変
化
し
、
そ
れ
が
実
体
経
済
に
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
上
述
の

よ
う
な
下
振
れ
要
因
が
存
在
す
る
中
、
今
後
、
世

界
経
済
の
先
行
き
を
巡
る
不
確
実
性
が
さ
ら
に
高

ま
っ
た
場
合
、
グ
ロ
ー
バ
ル
投
資
家
の
リ
ス
ク
回

避
姿
勢
が
一
段
と
強
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
為
替
相
場
や
株
価
が
不
安
定
化
す
れ
ば
、

企
業
や
家
計
の
マ
イ
ン
ド
悪
化
を
通
じ
て
、
わ
が

国
の
実
体
経
済
が
見
通
し
よ
り
も
下
振
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
他
方
、
先
進
国
に
お
け
る
金
融
緩
和

政
策
な
ど
が
、
経
済
の
先
行
き
に
対
す
る
不
確
実

性
を
低
下
さ
せ
、
各
種
市
場
の
安
定
化
に
繋
が
っ

て
い
け
ば
、
わ
が
国
経
済
が
、
企
業
や
家
計
の
マ

イ
ン
ド
好
転
を
通
じ
て
上
振
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

第
四
に
、
企
業
の
中
長
期
的
な
成
長
期
待
の
動

向
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
多
く
の
企
業
に
お
い
て
、

新
興
国
・
資
源
国
の
イ
ン
フ
ラ
需
要
や
消
費
需
要

　

５
．
上
振
れ
要
因
・

　
　
　

   

下
振
れ
要
因
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下
両
方
向
に
不
確
実
性
が
大
き
い
。
特
に
、
相
対

的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
低
い
新
興
国
経
済
の
動

向
や
、
先
進
国
の
金
融
緩
和
を
背
景
と
す
る
商
品

市
場
へ
の
資
金
流
入
の
状
況
次
第
で
は
、
一
次
産

品
価
格
が
上
下
に
大
き
く
変
動
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
為
替
相
場
の
変
動
も
、
実
体
経
済
の
振
幅
を

通
じ
る
ル
ー
ト
に
加
え
、
輸
入
物
価
の
変
化
を
通

じ
て
、
消
費
者
物
価
に
相
応
の
変
化
を
も
た
ら
し

得
る
。

　

日
本
銀
行
は
、「
中
長
期
的
な
物
価
安
定
の
理

解
」、す
な
わ
ち「
金
融
政
策
運
営
に
当
た
り
、
各

政
策
委
員
が
、中
長
期
的
に
み
て
物
価
が
安
定
し

て
い
る
と
理
解
す
る
物
価
上
昇
率
」を
念
頭
に
置

経
済
の
供
給
能
力
が
実
質
的
に
低
下
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
結
果
と
し
て
物
価
下
落
圧
力

を
過
大
に
評
価
し
て
し
ま
う
惧
れ
が
あ
る
。
ま
た
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
変
動
が
、
物
価
に
対
し
て
ど
の

程
度
の
大
き
さ
と
ス
ピ
ー
ド
で
影
響
を
与
え
る
か

に
つ
い
て
は
不
確
実
性
が
大
き
く
、
こ
の
点
に
つ

い
て
も
幅
を
も
っ
て
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

第
三
に
、
輸
入
物
価
の
動
向
で
あ
る
。
原
油
を

は
じ
め
と
す
る
一
次
産
品
の
価
格
動
向
に
は
、
上

い
た
上
で
、経
済
・
物
価
情
勢
に
つ
い
て 

二
つ
の

「
柱
」
に
よ
る
点
検
を
行
い
、
先
行
き
の
金
融
政

策
運
営
の
考
え
方
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

（
注
９
）（
注
　
）。

　

ま
ず
、
第
一
の
柱
、
す
な
わ
ち
先
行
き
二
〇
一

二
年
度
ま
で
の
経
済
・
物
価
情
勢
に
つ
い
て
、
相

対
的
に
蓋
然
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
中
心
的
な

見
通
し
に
つ
い
て
点
検
す
る
。
上
述
の
と
お
り
、

わ
が
国
経
済
は
、
先
行
き
、
景
気
改
善
テ
ン
ポ
が

一
旦
鈍
化
し
た
後
、
緩
や
か
な
回
復
経
路
に
復
し

て
い
く
と
み
ら
れ
る
。
物
価
面
で
は
、
引
き
続
き
、

消
費
者
物
価
指
数
の
前
年
比
下
落
幅
は
縮
小
し
て

い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ク
ロ
的
な
需
給
バ
ラ
ン

ス
の
改
善
テ
ン
ポ
が
緩
や
か
な
も
の
と
な
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
前
年
比
プ
ラ
ス
の
領
域
に
入
る

の
は
二
〇
一
一
年
度
中
と
な
り
、
そ
の
後
、
二
〇
一
二

年
度
に
か
け
て
プ
ラ
ス
幅
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
も

の
と
見
込
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
経
済
・
物
価
見
通

し
を
総
合
的
に
評
価
す
る
と
、
日
本
経
済
は
、
な

お
時
間
を
要
す
る
も
の
の
、
物
価
安
定
の
も
と
で

の
持
続
的
成
長
に
向
け
て
、
着
実
に
歩
み
を
進
め

て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
第
二
の
柱
、
す
な
わ
ち
、
よ
り
長
期
的

な
視
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、
金
融
政
策
運
営
の
観
点

か
ら
重
視
す
べ
き
リ
ス
ク
を
点
検
す
る
。
景
気
に

つ
い
て
は
、
新
興
国
・
資
源
国
の
経
済
の
強
ま
り

な
ど
上
振
れ
要
因
が
あ
る
一
方
で
、
米
国
経
済
を

中
心
と
す
る
不
確
実
性
の
強
い
状
況
が
続
く
も
と

で
、
景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
に
も
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
物
価
面
で
は
、
新
興
国
・
資
源
国
の
高
成

長
を
背
景
と
し
た
資
源
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
、

わ
が
国
の
物
価
が
上
振
れ
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
、

中
長
期
的
な
予
想
物
価
上
昇
率
の
低
下
な
ど
に
よ

り
、
物
価
上
昇
率
が
下
振
れ
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。

　

以
上
の
二
つ
の
柱
に
よ
る
点
検
を
踏
ま
え
、
日

本
銀
行
は
、
日
本
経
済
が
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
、

物
価
安
定
の
も
と
で
の
持
続
的
成
長
経
路
に
復
帰

す
る
た
め
に
、
以
下
の
三
つ
の
措
置
に
よ
り
、
中

央
銀
行
と
し
て
の
貢
献
を
粘
り
強
く
続
け
て
い
く
。

　

第
一
に
、「
中
長
期
的
な
物
価
安
定
の
理
解
」
に

基
づ
き
、
物
価
の
安
定
が
展
望
で
き
る
情
勢
に
な

っ
た
と
判
断
す
る
ま
で
、
実
質
ゼ
ロ
金
利
政
策
を

継
続
す
る
。
ま
た
、
資
産
買
入
等
の
基
金
の
創
設
・

活
用
を
通
じ
て
、
長
め
の
市
場
金
利
の
低
下
と
リ

ス
ク・プ
レ
ミ
ア
ム
の
縮
小
を
促
す
。こ
れ
ら
の「
包

括
的
な
金
融
緩
和
政
策
」
を
通
じ
て
よ
り
強
力
な

金
融
緩
和
を
推
進
し
て
い
く
。
第
二
に
、
多
様
な

資
金
供
給
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
、
引
き

続
き
、
金
融
市
場
の
安
定
確
保
に
万
全
を
期
し
て

い
く
。
第
三
に
、「
成
長
基
盤
強
化
を
支
援
す
る
た

め
の
資
金
供
給
」
を
通
じ
て
、
金
融
機
関
や
企
業

の
前
向
き
な
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、

　

６
．
金
融
政
策
運
営

10

（注１） 「大勢見通し」は、各政策委員が最も蓋然性の
高いと考える見通しの数値について、最大値
と最小値を１個ずつ除いて、幅で示したもの
であり、その幅は、予測誤差などを踏まえた
見通しの上限・下限を意味しない。

（注２） 各政策委員は、政策金利について市場金利に
織り込まれたとみられる市場参加者の予想を
参考にしつつ、上記の見通しを作成している。

（注３） 2010 年度の消費者物価指数については、前年
比を１年間大きく押し下げる要因となる高校
授業料の影響を除いている。高校授業料につ
いては、消費者物価指数（除く生鮮食品）の
前年比を 0.5％程度押し下げると試算される。

（参考1）2010～ 2012年度の政策委員の大勢見通し

（注１） 縦軸は確率（％）を、横軸は各指標の値（前年比、％）を示す。今回の確率分布は棒グ
ラフで示されている。実線は 2010 年７月時点の確率分布を表す。

（注２） 縦の太点線は、政策委員の見通しの中央値を表す。また、○で括られた範囲は政策委員
の大勢見通しを、△で括られた範囲は全員の見通しを、それぞれ表す。

（注３）縦の細点線は、2010 年７月時点の政策委員の見通しの中央値を表す。
（注４） リスク・バランス・チャートの作成手順については、2008 年４月の「経済・物価情勢

の展望」ＢＯＸを参照。

（参考2）リスク・バランス・チャート

2010年度

7月時点の見通し

2011年度

7月時点の見通し

2012年度

消費者物価指数
（除く生鮮食品）国内企業物価指数実質GDP

　　対前年度比、％。なお、＜  ＞内は政策委員見通しの中央値。

＋2.0～＋2.3
＜＋2.1＞ 
＋2.5～＋2.7
＜＋2.6＞

 
＋1.5～＋1.9
＜＋1.8＞ 
＋1.8～＋2.1
＜＋1.9＞ 
＋2.0～＋2.4
＜＋2.1＞

＋0.7～＋0.9
＜＋0.9＞ 
＋1.2～＋1.3
＜＋1.2＞

 
＋0.4～＋0.7
＜＋0.5＞ 
＋0.5～＋0.9
＜＋0.8＞ 
＋0.3～＋0.8
＜＋0.6＞

－0.5～－0.3
＜－0.4＞ 
－0.5～－0.2
＜－0.4＞ 
0.0～＋0.3
＜＋0.1＞

 
0.0～＋0.2
＜＋0.1＞ 
＋0.2～＋0.8
＜＋0.6＞
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■伝統とは何か。インタビューを終え、単に古来

伝承されてきたものをそのまま未来に橋渡しする

ことではないとの思いが強い。ひとたび過去から

自らが引き受けた段階で、その受容の仕方自体が

現代のスクリーニングを受けてしまう。科学者が

観察者としての自己の存在を抜きにしては「客観

的」なデータをもはや論じられなくなっているの

と似ているのかもしれない。それは鑑賞者にとど

まる側にも同様に当てはまる。「私の世阿弥」、「私

のモーツァルト」はあってよい。ただ、その場合、

現代に生きるわれわれの思いが実際の過去を換骨

奪胎して、いわば「本歌取り」をしている場合も

ある。注意すべきは意識的に行われるこの手の操

作だ。古典を論じるやからの言には注意しよう。

自分の鑑賞眼を鍛えることこそ肝要だと改めて自

戒した。                                          　　　（大川）

■今回訪れた阿寒湖畔では自然に触れる素晴らし

い体験ができました。展望台から望む湖面の美し

い水色のグラデーションや、緑豊かな森林で始ま

ったばかりの紅葉等、自然が織り成す色彩美に感

動しました。幸運にも野生のシカに遭遇し、鳴き

声を聞くこともできました。静かな波音だけが聞こ

えるチュウルイ湾の岸辺では、打ち上げられた自然

のままのマリモに、特別に許可を得て触れることが

できました。マリモを壊さぬよう、そっと持ち上げ

てみると、意外にも重くざらっとした不思議な手触

りでした。    　　　　　　　　　　　　　　   （ＭＫ）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小
樽支店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期
購読、郵送はお取り扱いしておりませんのでご了承くださ
い。なお、既刊号全文をPDFファイル形式で日本銀行ホー
ムページ上に掲載していますのでご利用ください。
（http://www.boj.or.jp/type/pub/nichigin.htm）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を
反映しているものではありません。日本銀行の政策・業務
運営に関する公式見解については、日本銀行ホームページ
（http://www.boj.or.jp/）をご覧ください。

成
長
基
盤
強
化
に
資
す
る
金
融
市
場
の
整
備
な
ど

に
向
け
て
貢
献
し
て
い
く
。
日
本
銀
行
は
、
今
後

と
も
、
先
行
き
の
経
済
・
物
価
動
向
を
注
意
深
く

点
検
し
た
う
え
で
、
中
央
銀
行
と
し
て
、
適
切
に

政
策
対
応
を
行
っ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　

本
展
望
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
二
〇
一
二
年
度
ま
で

の
期
間
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
主
と
し
て
需
要

面
の
動
向
に
焦
点
を
当
て
て
経
済
見
通
し
を
説
明

し
て
き
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
中
長
期
的
な
観

点
を
踏
ま
え
た
供
給
面
か
ら
の
分
析
も
必
要
で
あ

る
。
わ
が
国
の
場
合
、
成
長
率
の
趨
勢
的
な
低
下
、

あ
る
い
は
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
い
っ
た
中
長
期

的
な
い
し
構
造
的
な
要
因
が
経
済
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
、
長
期
に
亘
る
需
要
の
低
迷
や
デ

フ
レ
も
そ
う
し
た
根
源
的
な
問
題
の
表
れ
で
あ
る
。

わ
が
国
経
済
の
生
産
性
を
引
き
上
げ
、
成
長
力
を

高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
金
融
機
関
を
含
め
、
企

業
家
精
神
に
基
づ
く
民
間
企
業
の
積
極
的
な
活
動

が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
市

場
の
活
力
が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
政
府

に
よ
る
取
り
組
み
も
不
可
欠
で
あ
る
。
民
間
経
済

主
体
と
政
府
の
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
が
相
俟
っ
て
、

成
長
力
の
強
化
に
向
け
て
着
実
に
前
進
し
て
い
く

こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

の
も
と
で
、
日
本
銀
行
と
し
て
も
、
わ
が
国
経
済

の
発
展
に
向
け
、
極
め
て
緩
和
的
な
金
融
政
策
の

効
果
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
中
央
銀
行
と

し
て
の
貢
献
を
続
け
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

＊
全
文
は
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。 http://w

w
w
.boj.or.jp/them

e/
seisaku/sakiyuki/tenbo/index.htm

（
注 
１
）
十
月
二
十
八
日
開
催
の
政
策
委
員
会
・
金
融
政
策
決
定
会

合
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
注 

２
）
因
み
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
十
月
に
発
表
し
た
世
界
経
済
の
成
長

見
通
し
を
み
る
と
、
二
〇
一
〇
年
は
、
大
幅
な
経
済
の
落
ち
込

み
か
ら
の
回
復
局
面
と
な
っ
た
年
前
半
の
高
い
伸
び
が
寄
与
す

る
か
た
ち
で
、
四
・
八
％
と
高
い
成
長
率
と
な
り
、
二
〇
一
一
年
、

二
〇
一
二
年
の
成
長
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
・
二
％
、
四
・
五
％
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
金
融
危
機
前
の
一
〇
年
間
（
一
九
九
八

〜
二
〇
〇
七
年
）
の
平
均
の
成
長
率
は
、
四
・
〇
％
と
な
っ
て
い

る
。

（
注 

３
）た
だ
し
、二
〇
一
〇
年
度
の
成
長
率
の
下
振
れ
に
つ
い
て
は
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
の
二
〇
〇
九
年
度
下
期
の
計
数
が
下
方
修
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
二
〇
一
〇
年
度
へ
の
発
射
台
（
年
度
中
の
各

期
の
前
期
比
伸
び
率
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
場
合
の
年
度
平
均
の
前

年
比
）
が
低
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
統
計
上
の
要
因
に
よ
る
部

分
も
大
き
い
。

（
注 

４
）
見
通
し
期
間
中
の
潜
在
成
長
率
を
、
生
産
関
数
ア
プ
ロ
ー

チ
に
基
づ
く
一
定
の
手
法
で
推
計
す
る
と
、「
〇
％
台
半
ば
」
と

計
算
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
潜
在
成
長
率
に
つ
い
て
は
、
推
計
手

法
に
依
存
す
る
面
が
大
き
い
ほ
か
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
や
労
働
投

入
量
と
い
っ
た
重
要
な
変
数
に
つ
い
て
、
事
後
的
な
デ
ー
タ
の

蓄
積
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
確
定
し
た
値
を
認
識
す
る
こ
と
が

難
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
相
当
幅
を
も
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

（
注 

５
）
鉱
工
業
生
産
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
四
月
に
行
わ
れ

た
季
節
調
整
替
え
に
よ
り
、
二
〇
〇
八
年
十
〜
十
二
月
と

二
〇
〇
九
年
一
〜
三
月
の
生
産
の
大
幅
な
落
ち
込
み
の
一
部
が
、

実
勢
で
は
な
く｢

季
節
性｣

に
よ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
こ
う
し
た
季
節
調
整
法
は
、
そ
の
後
の
十
〜

十
二
月
、
一
〜
三
月
の
伸
び
率
を
押
し
上
げ
、
四
〜
六
月
、
七

〜
九
月
の
伸
び
率
を
押
し
下
げ
る
方
向
に
働
く
こ
と
に
な
る
が
、

こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
影
響
を
取
り
除
い
た
実
勢
ベ
ー
ス
に
よ

り
、
先
行
き
の
生
産
動
向
の
基
調
を
評
価
し
て
い
る
。

（
注 

６
）
海
外
で
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、
日
本
企
業
の
海
外
拠

点
展
開
が
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
と
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

国
内
設
備
投
資
を
上
回
っ
て
回
復
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

（
注 

７
）
二
〇
一
〇
年
度
の
消
費
者
物
価
指
数
に
つ
い
て
は
、
物
価

の
基
調
的
な
動
き
を
判
断
す
る
た
め
、
前
年
比
を
一
年
間
大
き

く
押
し
下
げ
る
要
因
と
な
る
高
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
等
の

影
響
を
除
い
て
い
る
。

（
注 

８
）
今
回
の
消
費
者
物
価
の
見
通
し
は
、
現
行
の
二
〇
〇
五
年

基
準
の
指
数
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
が
、
統
計
作
成
当
局
は
、

同
指
数
に
つ
い
て
二
〇
一
一
年
八
月
に
二
〇
一
〇
年
基
準
の
指

数
に
切
り
替
え
る
と
と
も
に
、
前
年
比
計
数
を
二
〇
一
一
年
一

月
分
に
遡
っ
て
改
定
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
て
い
る
。

そ
の
際
に
は
、
前
年
比
上
昇
率
が
下
方
改
定
さ
れ
る
可
能
性
が

高
い
。

（
注 

９
）
現
在
、「
中
長
期
的
な
物
価
安
定
の
理
解
」
に
つ
い
て
は
、「
消

費
者
物
価
指
数
の
前
年
比
で
二
％
以
下
の
プ
ラ
ス
の
領
域
に
あ

り
、
委
員
の
大
勢
は
一
％
程
度
を
中
心
と
考
え
て
い
る
」
と
し

て
い
る
。

（
注 

10
）
日
本
銀
行
は
、「
中
長
期
的
な
物
価
安
定
の
理
解
」
に
基
づ

き
、
物
価
の
安
定
が
展
望
で
き
る
情
勢
に
な
っ
た
と
判
断
す
る

ま
で
、
実
質
ゼ
ロ
金
利
政
策
を
継
続
し
て
い
く
方
針
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
実
質
ゼ
ロ
金
利
政
策
の
継
続
に
つ
い

て
は
、「
金
融
面
で
の
不
均
衡
の
蓄
積
を
含
め
た
リ
ス
ク
要
因
を

点
検
し
、
問
題
が
生
じ
て
い
な
こ
と
」
を
条
件
と
し
て
い
る
。


